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　［目的］多発性硬化症患者の生活の質（quality of life：
QOL）に影響を及ぼす危険因子と保護因子，コーピン
グ，レジリエンスの間の関連を明らかにする．［対象］多
発性硬化症患者の全国組織の地方支部に所属する 18 歳
以上の患者 271 例．女性 233 例，再発寛解型 213 例．［方
法］能力障害，転倒回数，コーピング，ソーシャルサポー
ト，楽観性，自己統制，自己効力感，移動障害，転倒し
ない自信，疲労，疼痛，身体活動，QOLについて web
で調査した．危険因子・保護因子・問題焦点型コーピン
グ・情動焦点型コーピング・レジリエンス・QOLを構
成概念としたモデルのパス図を作成し，構造方程式モデ
リングの手法で解析した．［結果］レジリエンスは有意に
QOLに影響しており，レジリエンスが大きいと QOLは
よくなっていた．保護因子は直接，有意に QOLを向上
させていた．問題焦点型コーピング，情動焦点型コーピ
ングはともにQOLに有意な効果を及ぼしていなかった．
保護因子とレジリエンスはリスク因子と QOLの関係に
影響していた．［結論］このモデルは，保護因子の強化と
レジリエンスの拡大のための介入が多発性硬化症患者の
QOLの向上をもたらす可能性を示唆している．
 （横浜市立大学　齋藤　薫）

　［目的］パーキンソン病患者における二重課題での姿勢
制御中の課題の優先順位付けの効果を明らかにする．

［対象］姿勢障害が軽度のパーキンソン病患者 15 名と重
度のパーキンソン病患者 15 名．［方法］対象者は障害の
より重い下肢を後ろにしたタンデム位で床反力計の上に
立つ．同時に，直径 4 cmの輪が先についている棒を両
手に 1 本ずつ持ち，2つの輪が接触しないように保つ．2
つの輪は連結している．後方の下肢の足関節周囲筋に表
面電極を設置し，筋活動を記録する．立位姿勢を保つこ
とに注意を集中する姿勢集中法と，輪を接触させないこ

とに集中する姿勢外集中法を 30 秒ずつ 8 回行う．［結果］
軽度群では，姿勢外集中法のほうが立位の動揺が少な
く，姿勢制御がより自動的に行われていた．重度群では，
この効果は小さかったが，姿勢外集中法のほうが足関節
周囲筋の同時収縮が少なかった．両群ともに姿勢外集中
法のほうが輪の接触時間は短かった．［結論］両群ともに
姿勢保持以外の課題に集中するほうが二重課題の遂行が
良好だった．重度群では，姿勢保持以外の課題に集中す
るほうが足関節の固縮が軽減していた．
 （横浜市立大学　齋藤　薫）

　［目的］失語症と片麻痺のある左脳卒中患者における運
動と言語の回復の関係および回復の予測因子を明らかに
する．［対象］発症後 180 日を超えている，失語症と片麻
痺のある右利きの左脳卒中患者 435 名．［方法］入院リハ
ビリテーション施設における後方視的コホート研究．
Functional Independence Measure（FIM）運動項目で
臨床的に有意な改善を示した運動変化群，Aachen 
Aphasia Testで臨床的に有意な改善を示したものを言
語変化群，両者に同時的で有意な改善のあった群を運動
言語変化群とした．［結果］45％が運動変化群，58％が言
語変化群，35％が運動言語変化群であった．変化群は入
院時に運動障害が軽度であり，失語症の重症度が低かっ
た．そして，変化群は変化の有意でなかった群に比べて，
両方の能力に大きな改善があり，発症前の自立度が高
く，言語リハビリテーションの回数が多く，嚥下障害，
失行が少なかった．ロジスティック回帰分析では，FIM
運動項目，復唱能力，言語リハビリテーションの回数が
運動言語変化群の独立した予測因子であった．［結論］脳
卒中後の運動と言語能力のリハビリテーションによる改
善は，両者への介入を組み合わせて並行して行うことに
より，上乗せされる可能性がある．
 （横浜市立大学　齋藤　薫）
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　人工膝関節全置換術（total knee replacement：TKR）
は痛みと身体機能の改善に有効であるが，術後に身体活
動の改善が継続しない．術前の習慣化していた座りがち
行動（sedentary behavior：SB）は機能低下や障害に陥
るリスクである．身体活動ではなく座りがち時間（sed-
entary time：ST）の短縮に介入することは，TKR 患者
の活動関連行動を修正するうえで，より実行可能な第一
段階のアプローチである．［目的］スマートフォン（スマ
ホ）を使用した TKR 後の ST 短縮のためのmHealth 介
入の有用性の検討．［方法］TKR 予定患者から 92 名の参
加者を募集し，TKR 後 4 週間で，NEAT!2（non‒exer-
cise activity thermogenesis）群と対照群に無作為化して
分けた．NEAT!2 群は NEAT!2スマホアプリを使用し，
介入期間の術後 3か月まで，30 分以上の長時間座位の警
告（振動や可聴音：スマホの内部加速度計で検出）を感
知し，SBを中断する．NEAT!2 群は，術後 4～12 週間

（フォロー期間），隔週でコーチングコールを受けた．対
照群は，スマホに教育コントロールアプリを使用し，術
後回復を評価するための非介入コールを受けた．両群と
も，3～6か月の間に 3 回の維持コールを受けた．術前，
術後 3か月と 6か月で，身体活動時間（軽度・中度・高
強度），STの変化，疼痛などを評価した．［考察］革新的
な遠隔配信のmHealthの SB 減少介入は二重過程理論に
基づいており，TKR 後の成人の ST 短縮に有効かどうか
を判断するのに役立った． （横浜市立大学　佐鹿博信）

　心臓リハビリテーション（cardiac rehabilitation：CR）
患者ではうつの存在が予後不良の因子であるとされ，

CRがうつを改善させることが報告されている．しかし，
CRが同様にポジティブ感情やネガティブ感情に効果を
及ぼすか否かは明らかにされていない．本研究の対象は
CR 参加者 637 名で，うつ，感情，社会支援の状況，body 
mass index（BMI），metabolic equivalents（METs），
血圧を調査し，これらの関係を分析した．その結果，初
回の面接から退院までに，うつ（d＝0.40，p＜0.001）や
ネガティブ感情（d＝0.26，p＜0.001）は改善し，ポジティ
ブ感情はさらに改善した（d＝0.34，p＜0.001）．多変量解
析の結果，うつの改善の予測因子は，バイタリティーの
改善（β＝－0.26）と体の痛みの減少（β＝－0.08）で
あった．また，ポジティブ感情の改善の予測因子は，バ
イタリティーの改善（β＝0.25）と社会的支持の改善（β
＝0.16），身体機能の改善（β＝0.09）であった．一方，
ネガティブ感情の改善の予測因子は，バイタリティーの
改善（β＝－0.23）と社会的支持の改善（β＝－0.10）で
あった．一方，身体的健康の指標はうつや感情には有意
な関係を有しなかった．以上の結果から，CR 後にうつ
や感情は改善し，それらの改善の予測因子は，バイタリ
ティーの改善と社会的支持の改善であることが示唆され
た．今後，その因果関係が将来にわたってさらに改善す
るかを検討する必要があると考えられた．
 （東北大学内部障害学分野　上月正博）

　本研究では，心房細動および心房粗動のカテーテル焼
灼術 1 年後の高い再発率と精神的苦痛に関する全国調査
を行った．対象は焼灼術を行って 6～12か月の 627 名の
患者で，メールを送って横断的調査を行い，返事のあっ
た 462 名（回答率 74％）と年齢・性別をマッチさせた対
照群と比較検討した．その結果，焼灼術群では，対照群
に比較し，MOS Short‒Form 36‒Item Health Survey：
SF‒36®のすべてのサブスケールで QOLが低く，余暇の
身体活動量が有意に少ないことが明らかになった（p＜
0.001）．1 年以内に 411 名（59％）が再入院し，総入院件
数は 1,167 件に達した．全部で 227 名（33％）の患者が
再入院して電気的再焼灼術を行い，330 名（48％）は急
な再入院が必要であった．10 名（1.4％）が死亡した．ま
た，60 歳以上，女性，多くの併存疾患，再入院歴が，低
い身体健康，低い健康観，低い QOLと相関した．以上
の結果から，心房細動および心房粗動のカテーテル焼灼
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術 1 年後には精神的・身体的健康が損なわれ，高い再発
率が認められ，焼灼術後には注意深い多職種でのフォ
ローや心臓リハビリテーションの必要性が示唆された．
 （東北大学内部障害学分野　上月正博）

　心臓リハビリテーション（cardiac rehabilitation：CR）
による女性患者の死亡率や罹患率への影響に関してメタ
アナリシスを試みた．2 編の最近のシステマテックレ
ビューをもとに，包括的 CRと死亡率や罹患率への影響
を検討した 80の臨床試験がヒットした．そのうち 50 試
験（62.5％）は除外され，その主な理由は男性のみでの
検討であったためであった（n＝18；22.5％）．1 試験が条
件を満たしていたが，多くは高齢女性であり，女性とし
ての特性を満たしている論文とはいえなかった．最終的
に 2 試験のみで女性のデータを取得できたがメタアナリ
シスを行うのは不適切とみなされた．以上の結果から，
女性患者での CRの結果を論じるには，データが足りな
いことが明らかになり，今後はこの分野の研究を積極的
に進めていくことが必要であることが示唆された．
 （東北大学内部障害学分野　上月正博）

　ポータブル型の装着デバイスで，上肢の 3 方向の自由
度を可能としたものを作製し“Armstrong”と名付けた，
外傷性脳損傷後（traumatic brain injury：TBI）の片麻
痺患者の動きを制御できるかどうかを検討するため，

TBI 後の患者 2 人（T1，T2）に対するパイロット評価
を行った．テストでは，肩をロボットの補助で固定した
場合と固定しない場合の肘の屈曲/伸展，肘をロボット
の補助で固定した場合と固定しない場合の肩外転，さら
に補助された肩の外転および屈曲を行い，関節可動域お
よび軌跡の平方平均，速度の誤差を検討した．その結果
TBIの患者は Armstrongで自動，他動，ハイブリッド
および自動補助運動を実施でき，被験者は運動軌跡と速
度の改善を示した．患者 T1は上肢の筋力低下のためハ
イブリッドおよび自動，補助モードで効果があり，患者
T2は協調性の障害のためハイブリッドと補助モードで
効果があった．セラピストの監督下でのTBI 患者におけ
る Armstrongの上肢の動きの補助の安全性と実用性が
示された． （国立長寿医療研究センター　近藤和泉）

　誤嚥性肺炎（aspiration pneumonia：AP）はパーキン
ソン病（Parkinson’s disease：PD）患者で多く発症し，
死因の 70％を占める．PDは嚥下障害につながるため，
APの重要なリスク因子だが，実際にどのくらい発症し
ているかについての研究は少なく，特に社会生活してい
るPD患者における研究はこれまでにない．したがって，
今回韓国の国内データベースを用い，それを明らかにす
ることにした．対象は2004～2006年に新たに診断された
PD 患者 10,159 人と年齢や性およびバイアスが最小にな
るように調整された対照患者 39,574 人とした．APの相
対リスクおよび 2007 年までに初めて誤嚥性肺炎を発症
してからの死亡率を計算した．その結果，肺炎発症に関
して PD 患者（3.01/1,000 人年）は対照患者（0.59/1,000
人年）に比べて高かった．AP 発症のリスクはハザード
比で 4.21だった．初めてAPを発症してから 1 年以内の
死亡率はPD 患者では 65.2％と約 2/3であった．しかし，
対照患者でも 67.4％を示し，その理由の 1つとして脳卒
中などの合併症の可能性を考察している．
 （松阪中央総合病院　松尾　宏）
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